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　森の鉄道は、お山に雪が降るとお休みになります。「もりのひろば駅」
には看板がかけられ、たくさんの動物さんが電車と駅の大そうじをしまし
た。駅長さんがホッと一息ついて居眠りしている間に、赤い電車はゆっく
り雪山の方へ登っていきます。駅長さんの知らない駅に停まり、お客さん
はたくさんの雪だるまさんが！ナイショ　ナイショ　という音を鳴らしな
がら電車はどこまで行くのでしょう？この絵本にはたくさんの仕掛けがあ
ります。そして、おさるさんの服や雪だるまのボタンの色を見ると、あれ～
なんか不思議だね。

『ないしょでんしゃ』
（薫くみこ／作 　かとうようこ／絵 　ひさかたチャイルド）

中央公民館図書 ９：00～16：00

森の子ども図書 交流サロンぽすと内 12：30～17：00134
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　平成28年度公民館大
会講師の作品！地方創生
の歯車を回したのは「消
滅自治体」の公表。日本
の均衡発展は、企業誘致
でもなく村おこし・町お
こしの補助金でもない。
「義務教育の地方分散授
業」の制度化だ！それゆ
え、過疎を救うのは都会
の子どもである。

「消滅自治体」は都会の子が救う
三浦清一郎／日本地域社会研究所

新　刊　図　書　２月
神仙の告白／仁木英之
九十歳。何がめでたい／佐藤愛子
慈雨／柚月裕子
おまつり万歳！／たかぎなおこ
挫折を経て、猫は丸くなった／天久聖一
成功している人は、なぜ神社にいくのか？／八木龍平
蜜蜂と遠雷／恩田陸
羊毛フェルトで作るブサかわアニマル／ぴー太郎左右衛門
重ねるだけでおいしい　スコップケーキ／西山朗子
マグカップケーキ／本間節子
みかづき／森絵都

　著者自らの罹災体験を
もとに、家族・男女を描
く珠玉の六編。想定外の
雪が生んだ奇跡の出会い。
記録的な積雪に見舞われ
たＫ町で起きたこと。得
難いあの体験が、これら
の物語を紡がせてくれた
と作者は言っています。
大雪に関する短編小説を
是非手にしてください。

大雪物語
藤田宜永／講談社


